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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおいて通信インターフェースを開始するための方法であって
、
　アクセスポイントにおいてネイバーノードを発見することと、
　前記ネイバーノードを発見したことに基づいて、前記通信インターフェースの構成のた
めの、前記ネイバーノードに関連する、アドレス指示を含むネットワークメッセージを受
信することと、
　前記アドレス指示に基づいて、かつ、運用・管理・保守（ＯＡＭ）構成、物理セル識別
子（ＰＣＩ）または限定加入者グループ（ＣＳＧ）識別情報を含む前記ネイバーノードの
識別情報のうちの少なくとも１つに基づいて、前記ネイバーノードとの通信のために直接
通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを
決定することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記直接通信インターフェースが、Ｘ２インターフェースを備え、前記間接通信インタ
ーフェースが、プロキシとして働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インタ
ーフェースを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
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開始すべきかを決定することが、
　前記ネイバーノードが前記間接通信インターフェースをサポートしないことを前記アド
レス指示が示すときに、前記直接通信インターフェースを開始することを決定すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定することが、前記アクセスポイントの構成に基づく、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定することが、拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）に基づく、請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定することに基づいて、前記直接通信インターフェースまたは前記間接
通信インターフェースを開始すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記アクセスポイントにおいて前記ネイバーノードを発見した後に、前記ネイバーノー
ドにトランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス要求を送ることによってＴＮ
Ｌアドレス発見を開始すること、ここにおいて、前記ネットワークメッセージを受信する
ことが、前記ＴＮＬアドレス発見を開始したことに基づく、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワークメッセージが、前記アドレス指示を備える自己組織化ネットワーク（
ＳＯＮ）構成転送メッセージを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信システムにおいて通信インターフェースを開始するための装置であって
、
　前記装置においてネイバーノードを発見するための手段と、
　前記ネイバーノードを発見したことに基づいて、前記通信インターフェースの構成のた
めの、前記ネイバーノードに関連する、アドレス指示を含むネットワークメッセージを受
信するための手段と、
　前記アドレス指示に基づいて、かつ、運用・管理・保守（ＯＡＭ）構成、物理セル識別
子（ＰＣＩ）または限定加入者グループ（ＣＳＧ）識別情報を含む前記ネイバーノードの
識別情報のうちの少なくとも１つに基づいて、前記ネイバーノードとの通信のために直接
通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを
決定するための手段と
　を備える装置。
【請求項１０】
　前記直接通信インターフェースが、Ｘ２インターフェースを備え、前記間接通信インタ
ーフェースが、プロキシとして働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インタ
ーフェースを備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定するための前記手段が、
　前記ネイバーノードが前記間接通信インターフェースをサポートしないことを前記アド
レス指示が示すときに、前記直接通信インターフェースを開始することを決定するための
手段
　を備える、請求項９に記載の装置。
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【請求項１２】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定するための前記手段が、
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定するための手段が、前記ネイバーノードのＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－
ＧＷ）に関連するアドレスまたは値を備える前記アドレス指示に基づく
　を備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定するための前記手段が、
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定するための手段が、拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）に基づく
、
　を備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定することに基づいて、前記直接通信インターフェースまたは前記間接
通信インターフェースを開始するための手段
　をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置において前記ネイバーノードを発見した後に、前記ネイバーノードにトランス
ポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス要求を送ることによってＴＮＬアドレス発
見を開始するための手段、ここにおいて、前記ネットワークメッセージは、前記ＴＮＬア
ドレス発見を開始したことに基づいて、受信される、
　をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ネットワークメッセージが、前記アドレス指示を備える自己組織化ネットワーク（
ＳＯＮ）構成転送メッセージを備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信システムにおいて通信インターフェースを開始するための装置であって
、
　前記装置においてネイバーノードを発見することを行うように構成された少なくとも１
つのプロセッサと、
　前記ネイバーノードを発見したことに基づいて、前記通信インターフェースの構成のた
めの、前記ネイバーノードに関連する、アドレス指示を含むネットワークメッセージを受
信することを行うように構成された少なくとも１つのトランシーバと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　前記アドレス指示に基づいて、かつ、運用・管理・保守（ＯＡＭ）構成、物理セル識
別子（ＰＣＩ）または限定加入者グループ（ＣＳＧ）識別情報を含む前記ネイバーノード
の識別情報のうちの少なくとも１つに基づいて、前記ネイバーノードとの通信のために直
接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきか
を決定すること
　を行うようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える装置。
【請求項１８】
　前記直接通信インターフェースが、Ｘ２インターフェースを備え、前記間接通信インタ
ーフェースが、プロキシとして働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インタ
ーフェースを備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
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　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記直接通信インターフェースまたは前記間接通
信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定するときに、
　前記ネイバーノードが前記間接通信インターフェースをサポートしないことを前記アド
レス指示が示すときに、前記直接通信インターフェースを開始することを決定すること
　を行うように構成された、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記直接通信インターフェースまたは前記間接通
信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定するときに、
　前記ネイバーノードのＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）に関連するアドレスまたは値を
備える前記アドレス指示に基づいて、前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信
インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定すること
　を行うように構成された、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記直接通信インターフェースまたは前記間接通
信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定するときに、
　拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）に基づいて、前記直接通信インターフェースま
たは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定すること
　を行うように構成された、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定することに基づいて、前記直接通信インターフェースまたは前記間接
通信インターフェースを開始すること
　を行うようにさらに構成された、請求項１７に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記装置において前記ネイバーノードを発見した後に、前記ネイバーノードにトランス
ポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス要求を送ることによってＴＮＬアドレス発
見を開始すること
　を行うようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記ネットワークメッセージは、前記ＴＮＬアドレス発見を開始したこ
とに基づいて、受信される、
　請求項１７に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ネットワークメッセージが、前記アドレス指示を備える自己組織化ネットワーク（
ＳＯＮ）構成転送メッセージを備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２５】
　命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、
　少なくとも１つのコンピュータによって実行されると、前記少なくとも１つのコンピュ
ータに、
　　アクセスポイントにおいてネイバーノードを発見することと、
　　前記ネイバーノードを発見したことに基づいて、通信インターフェースの構成のため
の、前記ネイバーノードに関連する、アドレス指示を含むネットワークメッセージを受信
することと、
　　前記アドレス指示に基づいて、かつ、運用・管理・保守（ＯＡＭ）構成、物理セル識
別子（ＰＣＩ）または限定加入者グループ（ＣＳＧ）識別情報を含む前記ネイバーノード
の識別情報のうちの少なくとも１つに基づいて、前記ネイバーノードとの通信のために直
接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきか
を決定することと
　を行わせるための１つまたは複数の命令
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　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　前記直接通信インターフェースが、Ｘ２インターフェースを備え、前記間接通信インタ
ーフェースが、プロキシとして働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インタ
ーフェースを備える、請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定するための前記１つまたは複数の命令が、
　前記少なくとも１つのコンピュータによって実行されると、前記少なくとも１つのコン
ピュータに、
　　前記ネイバーノードが前記間接通信インターフェースをサポートしないことを前記ア
ドレス指示が示すときに、前記直接通信インターフェースを開始することを決定すること
　を行わせるための１つまたは複数の命令
　を備える、請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定するための前記１つまたは複数の命令が、
　前記少なくとも１つのコンピュータによって実行されると、前記少なくとも１つのコン
ピュータに、
　　前記アクセスポイントの構成に基づいて、前記直接通信インターフェースまたは前記
間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定すること
　を行わせるための１つまたは複数の命令
　を備える、請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　前記直接通信インターフェースまたは前記間接通信インターフェースのうちのいずれを
開始すべきかを決定するための前記１つまたは複数の命令が、
　前記少なくとも１つのコンピュータによって実行されると、前記少なくとも１つのコン
ピュータに、
　　拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）に基づいて、前記直接通信インターフェース
または前記間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定すること
　を行わせるための１つまたは複数の命令
　を備える、請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　前記命令が、
　前記少なくとも１つのコンピュータによって実行されると、前記少なくとも１つのコン
ピュータに、
　　前記アクセスポイントにおいて前記ネイバーノードを発見した後に、前記ネイバーノ
ードにトランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス要求を送ることによってＴ
ＮＬアドレス発見を開始すること
　を行わせるための１つまたは複数の命令
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記ネットワークメッセージが、前記ＴＮＬアドレス発見を開始したこ
とに基づいて受信され、
　ここにおいて、前記ネットワークメッセージが、前記アドレス指示を備える自己組織化
ネットワーク（ＳＯＮ）構成転送メッセージを備える、
　請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
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　[0001]　本出願は、米国特許法第１１９条（ｅ）項に従って、その全体が参照により本
明細書に組み込まれる、２０１３年１１月１日に出願された米国仮出願第６１／８９９，
０２２号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]　本開示は、通信システムに関し、Ｘ２インターフェースを確立するための技法
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージ
ング、ブロードキャストなどの様々な通信コンテンツを提供するために広く展開されてい
る。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有するこ
とによって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
そのような多元接続ネットワークの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]　ワイヤレス通信ネットワークは、たとえば、ユーザ機器（ＵＥ：user equipme
nt）など、いくつかのモバイルエンティティのための通信をサポートすることができる、
いくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリンク（ＤＬ）およびアップリンク（ＵＬ
）を介して基地局と通信し得る。ＤＬ（または順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信
リンクを指し、ＵＬ（または逆方向リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Genera
tion Partnership Project）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標）：Long
 Term Evolution）は、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Globa
l System for Mobile communications）およびユニバーサルモバイルテレコミュニケーシ
ョンシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System）の発展形とし
て、セルラー技術における大きな進歩を代表するものである。ＬＴＥ物理レイヤ（ＰＨＹ
）は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）などの基地局と、ＵＥなどのモバイルエンティティとの
間でデータと制御情報の両方を搬送する高効率な方法を与える。
【０００６】
　[0006]　近年、ユーザは、特に自宅またはオフィスロケーションにおいて、固定回線ブ
ロードバンド通信の代わりにモバイルブロードバンド通信を使用し始めており、高い音声
品質、確実なサービス、および低価格をますます要求している。屋内サービスを提供する
ために、ネットワーク事業者は異なる解決策を展開し得る。中程度のトラフィックを有す
るネットワークの場合、事業者は、信号を建物の中に送信するためにマクロセルラー基地
局に依拠し得る。しかしながら、建物の透過損失が高いエリアでは、許容可能な信号品質
を維持することが困難である場合があり、したがって、他の解決策が望まれている。空間
およびスペクトルなどの限られた無線リソースを最大限に活用するための新しい解決策が
頻繁に望まれている。これらの解決策のうちのいくつかは、インテリジェントリピータと
、リモートラジオヘッドと、小カバレージ基地局（たとえば、ピコセルおよびフェムトセ
ル）とを含む。
【０００７】
　[0007]　フェムトセルソリューションの規格化および促進に重点を置く非営利会員組織
であるフェムトフォーラムは、フェムトセルユニットとも呼ばれるフェムトアクセスポイ
ント（ＦＡＰ：femto access point）を、認可スペクトル（licensed spectrum）で動作
し、ネットワークオペレータによって制御され、既存のハンドセットと接続され得、バッ
クホール（バックホール）のために宅内デジタル加入者線（ＤＳＬ）またはケーブル接続
を使用する低出力ワイヤレスアクセスポイントと定義する。様々な規格またはコンテキス
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トでは、ＦＡＰは、ホームノードＢ（ＨＮＢ）、ホームｅノードＢ（ＨｅＮＢ）、アクセ
スポイント基地局などと呼ばれることがある。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]　ワイヤレス通信システムにおいて通信インターフェースを開始（initiate）す
るための方法、装置およびシステムについて、発明を実施するための形態において詳しく
説明し、いくつかの態様を以下に要約する。この概要および以下の発明を実施するための
形態は、統合された開示の補助的な部分として解釈されるべきであり、これらの部分は、
重複する主題および／または補足的な主題を含み得る。いずれかのセクションの省略は、
統合された適用例において説明するいかなる要素の優先順位または相対的な重要性をも示
すものでない。セクション間の差は、代替実施形態の補足的な開示、追加の詳細、または
異なる用語を使用した同一の実施形態の代替的説明を含むことがあり、これらはそれぞれ
の開示から明らかなはずである。
【０００９】
　[0009]　一態様では、ワイヤレス通信システムにおいて通信インターフェースを開始す
るための方法が提供される。本方法は、アクセスポイントにおいてネイバーノード（neig
hbor node）を発見することと、ネイバーノードを発見したことに応答してネットワーク
メッセージを介して、通信インターフェースの構成のためのネイバーノードに関連するア
ドレス指示（address indication）を受信することと、受信されたネットワークメッセー
ジ中のアドレス指示に基づいてネイバーノードとの通信のために直接通信インターフェー
ス（direct communication interface）または間接通信インターフェース（indirect com
munication interface）のうちのいずれを開始すべきかを決定することを含む。直接通信
インターフェースは、Ｘ２インターフェースであり得、間接通信インターフェースは、プ
ロキシ（proxy）として働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インターフェ
ースであり得る。
【００１０】
　[0010]　さらなる態様では、本方法は、ネイバーノードが間接通信インターフェースを
サポートしないことを示す受信されたネットワークメッセージ中のアドレス指示に応答し
て直接通信インターフェースを開始することをさらに含み得る。直接通信インターフェー
スまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定することは、ア
クセスポイントの構成と受信されたネットワークメッセージ中のネイバーノードのＸ２－
ＧＷに関連するアドレスまたは特殊値（special value）を備えるアドレス指示に基づい
た間接通信インターフェースのサポートとに基づき得る。
【００１１】
　[0011]　さらに、直接通信インターフェースを使用すべきか、または間接通信インター
フェースを使用すべきかを決定することは、直接通信インターフェースのサポート、間接
通信インターフェースのサポート、運用・管理・保守（ＯＡＭ：operations, administra
tion, maintenance）構成、物理セル識別子（ＰＣＩ：physical cell identifier）、拡
張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ：enhanced cell global identifier）、または限定
加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）識別情報（identity）を含むネイ
バーノードの識別情報のうちの少なくとも１つにさらに基づき、ここで、決定することは
、ターゲットからのアドレス指示にさらに基づく。さらに、本方法は、上述の決定に基づ
いて直接または間接通信インターフェースを開始することを提供し得る。
【００１２】
　[0012]　またさらなる態様では、本方法は、アクセスポイントにおいてネイバーノード
を発見した後に、ネイバーノードにトランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ：transp
ort network layer）アドレス要求を送ることによってＴＮＬアドレス発見を開始するこ
と、ここで、ネットワークメッセージを受信することは、ＴＮＬアドレス発見を開始した
ことに応答する、を提供し得る。ネットワークメッセージは、ネイバーノードに関連する
アドレス指示を備える自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ：self-organizing network）構
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成転送メッセージ（configuration transfer message）であり得る。
【００１３】
　[0013]　関係する態様では、上記で要約した方法と方法の態様とのいずれかを実行する
ためのワイヤレス通信装置が提供され得る。装置は、たとえば、メモリに結合されたプロ
セッサを含み得、ここにおいて、メモリは、上記で説明した動作を装置に実行させるため
にプロセッサが実行するための命令を保持する。そのような装置のいくつかの態様（たと
えば、ハードウェア態様）は、ワイヤレス通信のために使用される様々なタイプのモバイ
ルエンティティまたは基地局のような機器によって例示され得る。同様に、プロセッサに
よって実行されると、上で要約された方法および方法の態様をワイヤレス通信装置に実行
させる、符号化された命令を保持する非一時的コンピュータ可読媒体を含む、製造物品が
提供され得る。
【００１４】
　[0014]　上記の方法の動作のすべては、本明細書の他の場所でより詳細に説明する構成
要素を使用して、ワイヤレス通信システムのネットワークエンティティによって実行され
得る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】[0015]　電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図。
【図２】[0016]　電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を概念的に
示すブロック図。
【図３】[0017]　基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を概念的に示すブロック図。
【図４】[0018]　別の例示的な通信システムを示すブロック図。
【図５】[0019]　また別の例示的な通信システムのブロック図。
【図６】[0020]　（Ｈ）ｅＮＢ間のＸ２通信インターフェースの開始を示すコールフロー
図。
【図７】[0021]　ソースノードのためのＸ２インターフェースの開始のための例示的な方
法を示す図。
【図８】[0022]　ターゲットノードのためのＸ２インターフェースの開始のための例示的
な方法を示す図。
【図９】[0023]　図７の方法による、Ｘ２インターフェースの開始のための装置の一実施
形態を示す図。
【図１０】[0024]　図８の方法による、Ｘ２インターフェースの開始のための装置の一実
施形態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0025]　添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成の説明として意
図し、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すことを意図しない。詳細
な説明は、様々な概念の完全な理解を提供する目的のための特定の詳細を含む。しかしな
がら、これらの概念がこれらの特定の詳細なしに実施され得ることは、当業者には明らか
であろう。いくつかの事例では、よく知られている構造および構成要素は、そのような概
念を不明瞭にすることを避けるために、ブロック図の形態で示されている。
【００１７】
　[0026]　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために
使用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使
用される。ＣＤＭＡネットワークは、汎用地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terr
estrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、
広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ｃｄｍａ
２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格を包含する。ＴＤＭＡ
ネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ：Global System for Mobi
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le Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ
（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６
（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無
線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュ
ニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advan
ced）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）という名称の組織から
の文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッ
ププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書
で説明する技法は、上述のワイヤレスネットワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤ
レスネットワークおよび無線技術のために使用され得る。明快のために、本技法のいくつ
かの態様について以下ではＬＴＥに関して説明し、以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使
用する。
【００１８】
　[0027]　図１に、ＬＴＥネットワークであり得るワイヤレス通信ネットワーク１００を
示す。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかのｅＮＢ１１０と他のネットワークエ
ンティティとを含み得る。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局であり得、基地局、ノードＢ、ア
クセスポイント、または他の用語で呼ばれることもある。各ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂ、
１１０ｃは、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰでは、「セル（
cell）」という用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのカバレー
ジエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサービスしているｅＮＢサブシステムを
指すことがある。
【００１９】
　[0028]　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプ
のセルに通信カバレージを提供し得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たと
えば、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限ア
クセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービス
に加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さ
い地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連付けを有するＵ
Ｅ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥな
ど）による制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢ
と呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。フ
ェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨＮＢ）と呼ばれるこ
とがある。図１に示す例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂおよび１１０ｃは、それぞれマ
クロセル１０２ａ、１０２ｂおよび１０２ｃのためのマクロｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１
１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｙおよび１１
０ｚは、それぞれフェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのためのフェムトｅＮＢであり得
る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つの）セルをサポートし得る。
【００２０】
　[0029]　ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局１１０ｒを含み得る。中継局は
、上流局（たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受
信し、そのデータおよび／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ
）に送る局である。中継局はまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥであり得る。図
１に示す例では、中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を可能
にするために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。中継局は、リレーｅＮ
Ｂ、リレーなどと呼ばれることもある。
【００２１】
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　[0030]　ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロ
ｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどを含む異種ネットワークであり得る。
これらの様々なタイプのｅＮＢは、様々な送信電力レベル、様々なカバレージエリア、お
よびワイヤレスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得る。たとえば、
マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し得るが、ピコｅＮ
Ｂ、フェムトｅＮＢ、およびリレーは、より低い送信電力レベル（たとえば、１ワット）
を有し得る。
【００２２】
　[0031]　ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得
る。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの
送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイ
ミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書
で説明する技法は、同期動作と非同期動作の両方のために使用され得る。
【００２３】
　[0032]　ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮ
Ｂの協調と制御とを行い得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホールを介し
てｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、ワイヤレスバックホール
またはワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
【００２４】
　[0033]　ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され得、各
ＵＥは固定式またはモバイルであり得る。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局な
どと呼ばれることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレ
スモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ
、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、または他のモバイルエン
ティティであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレー、ま
たは他のネットワークエンティティと通信することが可能であり得る。図１では、両矢印
付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上で、ＵＥと、そのＵＥにサー
ビスするように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢとの間の所望の送信を示す。両
矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉する送信を示す。
【００２５】
　[0034]　ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用し、ア
ップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤ
ＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複数
（Ｋ）個の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。一般
に、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送られる
。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシステム
帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．２５、２．５、５、１０または２０メガヘル
ツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対してそれぞれ１２８、２５６、５１２、１０２４また
は２０４８に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る。たと
えば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、１．２５、２．５、５、１０または２
０ＭＨｚのシステム帯域幅に対してそれぞれ１、２、４、８または１６個のサブバンドが
あり得る。
【００２６】
　[0035]　図２に、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造を示す。ダウン
リンクの送信タイムラインは無線フレームの単位に区分され得る。各無線フレーム、たと
えば、フレーム２０２は、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、
０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレーム２０４に区分され得る。各サブフレー
ム、たとえば「サブフレーム０」２０６は、たとえば、「スロット０」２０８および「ス
ロット１」２１０という２つのスロットを含み得る。したがって、各無線フレームは、０
～１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロットは、「Ｌ」個のシ
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ンボル期間（symbol period）、たとえば、図２に示すようにノーマルサイクリックプレ
フィックス（ＣＰ：cyclic prefix）の場合は７個のシンボル期間２１２、または拡張サ
イクリックプレフィックスの場合は６個のシンボル期間を含み得る。ノーマルＣＰおよび
拡張ＣＰは、本明細書では異なるＣＰタイプとして言及され得る。各サブフレーム中の２
Ｌ個のシンボル期間は０～２Ｌ－１のインデックスを割り当てられ得る。利用可能な時間
周波数リソースはリソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロ
ット中でＮ個のサブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００２７】
　[0036]　ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：pr
imary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization 
signal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示されているように
、それぞれ、ノーマルサイクリックプレフィックス（normal cyclic prefix）をもつ各無
線フレームのサブフレーム０および５の各々中のシンボル期間６および５において送られ
得る。同期信号は、セル検出および捕捉のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、
サブフレーム０のスロット１中のシンボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル
（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を
搬送し得る。
【００２８】
　[0037]　ｅＮＢは、図２の第１のシンボル期間２１４全体において示されているが、各
サブフレームの第１のシンボル期間の一部のみの中で物理制御フォーマットインジケータ
チャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）を送り得る。
ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるいくつか（Ｍ個）のシンボル期間を搬
送し得、ここで、Ｍは、１、２、または３に等しくなり得、サブフレームごとに変化し得
る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満である小さいシステム帯域幅で
は、４に等しくなり得る。図２に示す例では、Ｍ＝３である。ｅＮＢは、各サブフレーム
の最初のＭ個（図２ではＭ＝３）のシンボル期間において物理ＨＡＲＱインジケータチャ
ネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HARQ Indicator Channel）と物理ダウンリンク制御チャネ
ル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）とを送り得る。ＰＨＩＣＨは、
ハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）をサポートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣ
Ｈは、ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と、ダウンリンクチャネルのための制御
情報とを搬送し得る。図２の第１のシンボル期間の中には示されていないが、ＰＤＣＣＨ
およびＰＨＩＣＨは第１のシンボル期間の中にも含まれることを理解されたい。同様に、
ＰＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨはまた、図２にはそのようには示されていないが、第２のシ
ンボル期間と第３のシンボル期間の両方の中にある。ｅＮＢは、各サブフレームの残りの
シンボル期間において物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink 
Shared Channel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のためにス
ケジュールされたＵＥのためのデータを搬送し得る。ＬＴＥにおける様々な信号およびチ
ャネルは、公開されている「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
ｓ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１に記載されて
いる。
【００２９】
　[0038]　ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚに
おいてＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られ
る各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送
り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤＣＣ
Ｈを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣ
Ｈ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＣ
ＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
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【００３０】
　[0039]　ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内にあり得る。そのＵＥをサービスするた
めに、これらのｅＮＢのうちの１つが選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、経
路損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）などの様々な基準に基づいて選択され得る。
【００３１】
　[0040]　図３に、図１中の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１
０および図１中のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。制
限付き関連付けシナリオの場合、基地局１１０は図１のマクロｅＮＢ１１０ｃであり得、
ＵＥ１２０はＵＥ１２０ｙであり得る。基地局１１０はまた、フェムトセル、ピコセルな
どを含むアクセスポイントなど、何らかの他のタイプの基地局であり得る。基地局１１０
はアンテナ３３４ａ～３３４ｔを備え得、ＵＥ１２０はアンテナ３５２ａ～３５２ｒを備
え得る。
【００３２】
　[0041]　基地局１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデ
ータを受信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は
、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。デー
タはＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。プロセッサ３２０は、データと制御情報と
を処理（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれデータシンボルと
制御シンボルとを取得し得る。プロセッサ３２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、お
よびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（
ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、およ
び／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、
出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～３３２ｔに与え得る。各変調器３
３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのための
）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器３３２はさらに、ダウンリ
ンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの変
換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る。変調器３３２ａ～３３２ｔ
からのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ３３４ａ～３３４ｔを介して送信され得る
。
【００３３】
　[0042]　ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒは、基地局１１０からダウ
ンリンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５４ｒ
に与え得る。各復調器３５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信信号を
調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る。
各復調器３５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどの
ために）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、すべての復調器３５４ａ
～３５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ
検出を実行し、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ３５８が、検出シンボルを処理
（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０のための復号された
データをデータシンク３６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３
８０に与え得る。
【００３４】
　[0043]　アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４は、データ
ソース３６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コント
ローラ／プロセッサ３８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処
理し得る。プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信
プロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６
によってプリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器３５４
ａ～３５４ｒによって処理され、基地局１１０に送信され得る。基地局１１０において、
ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、復調器３３２
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によって処理され、可能な場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、ＵＥ１２０に
よって送られた復号されたデータと制御情報とを取得するために、受信プロセッサ３３８
によってさらに処理され得る。プロセッサ３３８は、復号されたデータをデータシンク３
３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に与え得る。
【００３５】
　[0044]　コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれ基地局１１０およ
びＵＥ１２０における動作を指示し得る。基地局１１０におけるプロセッサ３４０ならび
に／または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説明する技法のための様々な
プロセスを実行するか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ１２０におけるプロセッサ３
８０ならびに／または他のプロセッサおよびモジュールはまた、図４および図５に示す機
能ブロック、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行するか
、またはその実行を指示し得る。メモリ３４２および３８２は、それぞれ基地局１１０お
よびＵＥ１２０のためのデータとプログラムコードとを記憶し得る。スケジューラ３４４
は、ダウンリンク上および／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジ
ュールし得る。
【００３６】
　[0045]　一構成では、ワイヤレス通信のためのＵＥ１２０は、ＵＥの接続モード中に干
渉基地局からの干渉を検出するための手段と、干渉基地局の得られたリソースを選択する
ための手段と、得られたリソース上の物理ダウンリンク制御チャネルの誤り率を取得する
ための手段と、誤り率が所定のレベルを超えたことに応答して実行可能である、無線リン
ク障害を宣言するための手段とを含む。一態様では、上述の手段は、上述の手段によって
具陳される機能を実行するように構成された、プロセッサ、コントローラ／プロセッサ３
８０、メモリ３８２、受信プロセッサ３５８、ＭＩＭＯ検出器３５６、復調器３５４ａ、
およびアンテナ３５２ａであり得る。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって
具陳される機能を実施するように構成されたモジュールまたは任意の装置であり得る。
【００３７】
　[0046]　図４は、様々な態様による、計画または半計画ワイヤレス通信環境４００の図
である。通信環境４００は、ＦＡＰ４１０を含む複数のアクセスポイント基地局含み、ア
クセスポイント基地局の各々は、対応する小規模ネットワーク環境に設置される。小規模
ネットワーク環境の例には、ユーザ居住地、事業所、屋内／屋外設備４３０などがあり得
る。ＦＡＰ４１０は、（たとえば、ＦＡＰ４１０に関連するＣＳＧ中に含まれる）関連す
るＵＥ４０、または随意に外来またはビジターＵＥ４０（たとえば、ＦＡＰ４１０のＣＳ
Ｇ用に構成されていないＵＥ）をサービスするように構成され得る。各ＦＡＰ　４１０は
、さらに、ＤＳＬルータ、ケーブルモデム、電力線接続を介したブロードバンド、衛星イ
ンターネット接続などを介してワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）（たとえば、インタ
ーネット４４０）およびモバイル事業者コアネットワーク４５０に結合される。
【００３８】
　[0047]　ＦＡＰ４１０を介したワイヤレスサービスを実装するために、ＦＡＰ４１０の
所有者は、モバイル事業者コアネットワーク４５０を介して提供されるモバイルサービス
に加入する。また、ＵＥ４０は、本明細書で説明する様々な技法を利用して、マクロセル
ラー環境および／または宅内小規模ネットワーク環境において動作することが可能であり
得る。したがって、少なくともいくつかの開示する態様では、ＦＡＰ４１０は任意の適切
な既存のＵＥ４０と後方互換性があり得る。さらに、マクロセルモバイルネットワーク４
５５に加えて、ＵＥ４０は、所定数のＦＡＰ４１０、特に、対応するユーザ居住地、事業
所、または屋内／屋外設備４３０内に常駐するＦＡＰ４１０によってサービスされ、モバ
イル事業者コアネットワーク４５０のマクロセルモバイルネットワーク４５５とのソフト
ハンドオーバ状態になり得ない。本明細書で説明する態様は３ＧＰＰ用語を採用している
が、態様は、３ＧＰＰ技術（リリース９９［Ｒｅｌ９９]、Ｒｅｌ５、Ｒｅｌ６、Ｒｅｌ
７）、３ＧＰＰ２技術（１ｘＲＴＴ、１ｘＥＶ－ＤＯ　Ｒｅｌ０、ＲｅｖＡ、ＲｅｖＢ）
、および他の知られている関連する技術を含む様々な技術にも適用され得ることを理解す
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べきであることを諒解されたい。
【００３９】
　[0048]　少なくとも１つの実施形態では、ｅＮＢは、一般に、「Ｘ２」インターフェー
スと呼ばれるインターフェースを介して他のｅＮＢと相互接続され、インターフェースは
、少なくとも２つのそれぞれのｅＮＢを、互いの通信を容易にする、（たとえば、ピアツ
ーピア方式で）互いに直接接続することを可能にする論理インターフェース（たとえば、
ポイントツーポイントリンク）であり得る。この点について、Ｘ２インターフェースは、
他のタイプの情報またはデータの中でもシグナリング情報を交換するために、１つのｅＮ
ＢとそれのネイバーｅＮＢのうちのいくつかとの間に確立され得る。Ｘ２インターフェー
スの初期化は、一例では、第１のｅＮＢにおいて、好適なネイバーｅＮＢの識別で開始し
、その後、トランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）をセットアップすることができ
る。いくつかの実装形態では、ネイバーの識別は、構成によって、または自動ネイバー関
係機能によって行われ得る。同様の方法で、所与のＨｅＮＢはまた、互いの間での直接通
信を可能にするために、Ｘ２インターフェースを介して他のＨｅＮＢとの間に接続を確立
し得る。したがって、このようにして、Ｘ２インターフェースは、たとえば、機能の中で
も、ハンドオーバ、無線リソースの協調、負荷管理などで支援するために、ピアツーピア
方式で隣接ｅＮＢを互いに接続するか、または隣接ＨｅＮＢを互いに接続し得る。一例で
は、ｅＮＢは、Ｘ２ゲートウェイに接続され得、ＨｅＮＢはまた、同じＸ２ゲートウェイ
に接続され得る。いくつかの状況では、本明細書で説明する実施形態に従って、Ｘ２イン
ターフェースに、ｅＮＢをＨｅＮＢに接続すること、および／またはその逆も同様、を可
能にさせることが有利であり得る。
【００４０】
　[0049]　図５は、Ｘ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）参照アーキテクチャについて説明す
るまた別の例示的な通信システム５００のブロック図である。Ｘ２インターフェースは、
ｅＮＢとＨｅＮＢとの間の直接通信のために使用され得る。図５に、それぞれのＸ２イン
ターフェースを介したｅＮＢ５０６、５０７および５０８ならびにＨｅＮＢ５３０、５３
５および５３５に結合されたＸ２－ＧＷ５０５を示す。図５に示すように、上述のｅＮＢ
／ＨｅＮＢは、「直接（direct）」Ｘ２インターフェース５１１、５１２、５１５、５１
８、および５１９を介して、またはプロキシサーバ（proxy server）として働くＸ２－Ｇ
Ｗ５０５を介した「間接（indirect）」Ｘ２インターフェース５１０、５１３、５１４、
５１６、５１７、および５２０を介して他のｅＮＢ／ＨｅＮＢに接続され得る。Ｘ２－Ｇ
Ｗ５０５の追加を伴って、以下にさらに説明するように、Ｘ２インターフェースがＸ２－
ＧＷ５０５機能を使用可能になるように変更され得る。Ｘ２－ＧＷ５０５は、フルプロキ
シ（full proxy）として働くことができ、ここで、ＨｅＮＢおよびｅＮＢは、既存のＸ２
セットアップおよびリセット手順を使用してＸ２－ＧＷ５０５に接続する。ｅＮＢ間でｅ
ＮＢ構成を交換する必要がないことがあるように、ＨｅＮＢおよびｅＮＢは、（たとえば
、ｅＮＢ　ＩＤ、ＴＡＩ、ｅＣＧＩ、ＣＳＧ　ＩＤなどに基づいて）Ｘ２－ＧＷ５０５に
Ｘ２メッセージをルーティングし、Ｘ２－ＧＷ５０５の後ろのセルは、ソースｅＮＢから
隠され得る。Ｘ２－ＧＷ５０５はまた、ルーティングプロキシ（routing proxy）として
働くことができ、ここで、ｅＮＢからＨｅＮＢまたはＨｅＮＢからＨｅＮＢへのＸ２メッ
セージは、（Ｈ）ｅＮＢ　ＩＤまたはセルＩＤに基づいてＸ２－ＧＷ５０５においてルー
ティングされ得る（たとえば、Ｘ２－ＧＷ５０５による単純なルーティングを使用可能に
する必要がある場合、ターゲットおよびソース（Ｈ）ｅＮＢ　ＩＤをＸ２メッセージに追
加する必要があり得る）。Ｘ２－ＧＷ５０５が、ここで、定義したようにＸ２フルプロキ
シまたはＸ２ルーティングプロキシを指すことに留意されたい。Ｘ２－ＧＷ５０５が受信
メッセージのためのｅＮＢ　ＩＤ／セルＩＤをサポートしない場合のためのエラーメッセ
ージを定義する必要があり得ることに留意されよう。
【００４１】
　[0050]　Ｘ２－ＧＷ５０５は、ＨｅＮＢとｅＮＢとの間のＸ２接続を使用可能にするの
を助けるために３ＧＰＰ中に存在し得る。Ｘ２－ＧＷ５０５は、ピアノード間のプロキシ
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として働き得、したがって、Ｘ２セットアップを容易にし、他のＸ２アプリケーションプ
ロトコル（Ｘ２ＡＰ）接続をルーティングし得る。
【００４２】
　[0051]　１つの問題は、隣接（Ｈ）ｅＮＢ間の通信のために直接Ｘ２インターフェース
をセットアップすべきか、または間接Ｘ２インターフェースをセットアップすべきかをど
のように決定するかに関し得る。（Ｈ）ｅＮＢが別のネイバー（Ｈ）ｅＮＢを（たとえば
、初めて）発見すると、（Ｈ）ｅＮＢは、ＭＭＥを通して自己組織化ネットワーク（ＳＯ
Ｎ）構成転送手順を通してこのネイバー（Ｈ）ｅＮＢのトランスポートネットワークレイ
ヤ（ＴＮＬ）（たとえば、ＩＰ）アドレスを学習し得る。一実施形態では、（Ｈ）ｅＮＢ
は、構成転送手順を介してＴＮＬアドレス発見手順を開始し得、ここで、（Ｈ）ｅＮＢは
、ＭＭＥに構成転送メッセージを送り、ＭＭＥは、次いで、ネイバー（Ｈ）ｅＮＢにこの
メッセージを転送する。構成転送メッセージは、他のタイプのデータの中でも、ＴＮＬま
たはＩＰアドレスについての要求、ネイバー（Ｈ）ｅＮＢのためのグローバルセル識別子
および／または（Ｈ）ｅＮＢのためのトランスポートアドレスを含み得、構成転送メッセ
ージを受信した後に、ネイバー（Ｈ）ｅＮＢは、それのＴＮＬまたはＩＰアドレスを返送
する。Ｘ２－ＧＷ５０５の場合、Ｘ２－ＧＷ５０５のＴＮＬアドレスも報告するようにこ
の手順を拡大することが妥当であり得る。ソースノードまたは単に「ソース（source）」
という用語は、ＳＯＮ構成転送手順を開始するノードのために使用され得、ターゲットノ
ードまたは単に「ターゲット（target）」という用語は、ＳＯＮ構成転送手順に応答する
ノードのために使用され得る。
【００４３】
　[0052]　現在の設計では、ＨｅＮＢは、単一のＸ２－ＧＷ５０５に接続され得、このＸ
２－ＧＷ５０５のＴＮＬアドレスで構成され得る。しかしながら、１つまたは複数のＸ２
－ＧＷ５０５に接続され得るマクロｅＮＢのためにそのような構成がないことがある。
【００４４】
　[0053]　（たとえば、間接Ｘ２インターフェース中の）Ｘ２－ＧＷ５０５を使用すべき
かどうかを決定する問題を解決するために、ターゲットが、ソース（Ｈ）ｅＮＢとのＸ２
－ＧＷ５０５を通したＸ２接続を使用またはサポートし得る場合、ターゲット（Ｈ）ｅＮ
Ｂが、ＳＯＮ構成転送手順の一部としてＸ２－ＧＷ５０５のＴＮＬアドレスを含め得るこ
とが提案される。
【００４５】
　[0054]　ターゲットノードが、Ｘ２－ＧＷ５０５を使用しないことがあり、たとえば運
用・管理・保守（ＯＡＭ）構成および／またはソース識別情報（たとえば、物理セル識別
子（ＰＣＩ）、拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）、限定加入者グループ（ＣＳＧ）
ＩＤ／メンバーシップなど）に基づいて直接Ｘ２インターフェースを使用することを選好
する場合、ターゲットノードは、このアドレスを含めないことがある。
【００４６】
　[0055]　ターゲットノードがマクロｅＮＢである場合、ターゲットが接続し得る複数の
Ｘ２－ＧＷがあり得るので、ターゲットは、特定のＸ２－ＧＷアドレスをシグナリングす
ることができないことがある。ターゲットｅＮＢは、構成に基づいてソースＨｅＮＢのＸ
２－ＧＷのＴＮＬアドレスを決定することができる場合、このＸ２－ＧＷを介してソース
に接続し得ることを示すためにＳＯＮ構成転送中にこれを含め得る。しかしながら、ソー
スＨｅＮＢのためのＸ２－ＧＷのＴＮＬアドレスが、ターゲットにとって利用可能でない
場合、ターゲットは、依然として、このｅＮＢがＸ２－ＧＷを介した接続を使用すること
が可能であることをソースＨｅＮＢにシグナリングする必要があり得る。この問題を解決
するために、ＳＯＮ構成転送手順においてＸ２－ＧＷのＴＮＬアドレスフィールド中に特
殊値（special value）が含められ得る。この特殊値は、実際のＴＮＬアドレスに対応し
ないように選定され得るか、またはｅＮＢは、それ自体のＴＮＬアドレスを含め得る。こ
れにより、ソースＨｅＮＢは、このターゲットｅＮＢがＸ２－ＧＷ接続を使用することが
可能であることを決定することが可能になり得る。
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【００４７】
　[0056]　現在のＳＯＮ転送構成メッセージは、必須のフィールドとしてターゲットＴＮ
Ｌアドレスを含み得る。ターゲット（Ｈ）ｅＮＢは、間接接続のみを使用することを選好
する場合、Ｘ２－ＧＷのＴＮＬアドレス（またはマクロｅＮＢの場合は特定の値）を含め
ながら、同じく、ターゲットＴＮＬアドレス中に特殊値を入れ得、ここで、特殊値は、直
接接続が利用可能でないことを示す。
【００４８】
　[0057]　ターゲット（Ｈ）ｅＮＢが、Ｘ２－ＧＷに接続されるとき、またはソース（Ｈ
）ｅＮＢが、Ｘ２－ＧＷに接続されることをターゲット（Ｈ）ｅＮＢが知っているとき、
ターゲット（Ｈ）ｅＮＢは、Ｘ２－ＧＷを介したＸ２接続の利用可能性を示すためにＳＯ
Ｎ構成転送メッセージ中にＸ２－ＧＷのＴＮＬアドレスを含め得ることに留意されよう。
別の例では、ターゲット（Ｈ）ｅＮＢは、Ｘ２－ＧＷを使用することの利用可能性を示す
ためにＳＯＮ構成転送メッセージ中にＸ２－ＧＷのＴＮＬアドレスフィールドについての
特殊値を含め得、ここで、特殊値は、ＴＮＬアドレスに対応しない特定の数値であり得る
か、または、ここで、特殊値は、ターゲット（Ｈ）ｅＮＢの実際のＴＮＬアドレスであり
得る。別の例では、ターゲット（Ｈ）ｅＮＢは、直接Ｘ２接続がこのソースｅＮＢのため
に利用可能でないことを示すためにターゲット（Ｈ）ｅＮＢのＴＮＬアドレス中に特殊値
を含め得る。Ｘ２接続について（間接インターフェースのために）Ｘ２－ＧＷを使用すべ
きか、または（直接インターフェースのために）Ｘ２－ＧＷを使用すべきでないかを決定
することは、ソース（Ｈ）ｅＮＢの識別情報に基づいてＯＡＭによって構成され得、識別
情報は、ＰＣＩ、またはｅＣＧＩ、ＣＳＧ　ＩＤ／メンバーシップなどの情報を含む。
【００４９】
　[0058]　ソース（Ｈ）ｅＮＢは、ＰＣＩ、ｅＣＧＩ、ＣＳＧ　ＩＤ／メンバーシップを
含むターゲット（Ｈ）ｅＮＢの識別情報と、ターゲットにおけるＸ２－ＧＷベースの接続
の利用可能性についてのＳＯＮ構成転送メッセージ中でターゲットから受信される指示と
を組み合わせることによって、Ｘ２－ＧＷを介したＸ２接続を使用すべきかどうかを決定
し得ることに留意されよう。ターゲットが直接および間接Ｘ２接続の両方をサポートする
ときにターゲットノードが１つのＸ２インターフェースの選好を示す場合でも、ソース（
Ｈ）ｅＮＢは選択を行い得る。たとえば、ターゲットノードが、間接Ｘ２インターフェー
スの選好を示すＸ２－ＧＷのＴＮＬアドレスを送った場合でも、ソースノードは、直接イ
ンターフェースを使用することを決定し、ターゲットノードの選好を無効にするか、また
は無視し得る。この場合、ターゲットノードが、間接Ｘ２インターフェースをサポートす
る場合でも（または代替的に、そうであるかどうかを検討することなしに）、ソースノー
ドは、直接Ｘ２インターフェースを使用する、または間接Ｘ２インターフェースを使用す
ることを決定し得る。ソース（Ｈ）ｅＮＢは、この決定に基づいてターゲット（Ｈ）ｅＮ
ＢにまたはＸ２－ＧＷにＸ２セットアップ要求を送り得る。
【００５０】
　[0059]　図６は、（Ｈ）ｅＮＢ間のＸ２通信インターフェースの開始を示すコールフロ
ー（call flow）図である。図６の例示的な通信システムは、１つまたは複数の（Ｈ）ｅ
ＮＢ１１０ｄ～ｅと、Ｘ２－ＧＷ６１０と、コアネットワーク６２０とを含み得る。Ｘ２
インターフェースの開始プロセスは、（Ｈ）ｅＮＢ間の直接Ｘ２インターフェースまたは
（Ｈ）ｅＮＢ間の間接Ｘ２インターフェースのうちの１つを含み得る。
【００５１】
　[0060]　図６の例では、プロセスは、ステップ６５０において開始し、（Ｈ）ｅＮＢ１
１０ｄは、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅなどのネイバーノードを発見し得る。ネイバーノード（
Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅを発見した後に、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、ネイバーノードのアドレ
スを決定し得る。たとえば、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅのＴＮＬア
ドレスを決定するために、ＴＮＬアドレス発見プロセスを開始し得る。一実施形態では、
ＴＮＬアドレス発見プロセスを開始することの一部として、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、（
Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅにメッセージ中でＴＮＬアドレス要求を送り得る。この場合、ＴＮＬ
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アドレス要求を送るノード（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、ソースノードと呼ばれることがあり
、宛先ノードの（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅは、ターゲットノードと呼ばれることがある。ステ
ップ６５２Ａ～Ｂにおいて、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅのＴＮＬア
ドレスを決定し得る。一実施形態では、ＴＮＬアドレス発見プロセスは、コアネットワー
ク６２０を介して送出されるターゲットノードの（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄへのメッセージを
介して実行され得る。たとえば、メッセージはＳＯＮ構成転送メッセージであり得る。タ
ーゲットノードの（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅは、直接Ｘ２接続を使用したいと望むのか、ある
いはプロキシとして働くＸ２－ＧＷを介した間接Ｘ２接続またはインターフェースを使用
することを望むのかを決定し得る。直接または間接インターフェースを使用すべきかの決
定は、ＯＡＭ構成、ソースノード識別情報およびターゲットノード識別情報、またはター
ゲットノードの（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅが直接および／または間接インターフェースをサポ
ートするかどうかに基づき得る。
【００５２】
　[0061]　Ｘ２－ＧＷを介した間接インターフェースを使用することを（Ｈ）ｅＮＢ１１
０ｅが決定する場合、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅは、ＳＯＮ構成転送メッセージ中でＸ２－Ｇ
ＷのＴＮＬアドレスを送り得る。ターゲットノードの（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅがマクロノー
ドである場合、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅは、２つ以上のＸ２－ＧＷに接続され得る。この場
合、一例では、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅは、ターゲットノードがＸ２－ＧＷ接続を介したイ
ンターフェースをサポートするマクロノードであることを示すために、特殊値（たとえば
、ソースノードに知らされ得る所定の値）を含み得る。この場合、別の例では、（Ｈ）ｅ
ＮＢ１１０ｅは、Ｘ２－ＧＷのＴＮＬアドレスのためのフィールド中にそれ自体のＴＮＬ
アドレスを含め得る。
【００５３】
　[0062]　（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅが直接インターフェースを使用することを決定する場合
、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、このフィールド中にいかなる情報も含めないことによってＸ
２－ＧＷのＴＮＬアドレスを送らないことがあるか、あるいは（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅが、
間接インターフェースをサポートしないこと、または直接インターフェースを使用するこ
とを望むことを示すために特殊値（たとえば、ソースノードに知らされ得る所定の値）を
送り得る。
【００５４】
　[0063]　ステップ６５４において、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、直接または間接インター
フェースを使用すべきかを決定し得る。たとえば、決定は、ＳＯＮ構成転送メッセージ中
で受信されたＴＮＬアドレスに基づき得る。（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄが直接インターフェー
スを使用することを決定する場合、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、ステップ６５６Ａにおいて
、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅとのＸ２インターフェースを開始し得る。（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅ
が間接インターフェースを使用することを決定する場合、（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｄは、ステ
ップ６５６Ｂにおいて、Ｘ２－ＧＷ６１０を介した（Ｈ）ｅＮＢ１１０ｅとのＸ２インタ
ーフェースを開始し得る。
【００５５】
　[0064]　本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、図７を参照す
ると、たとえば、フェムトセル、マクロセル、ピコセルなどのネットワークエンティティ
によって動作可能な方法７００が示されている。詳細には、方法７００に、ソースノード
においてＸ２インターフェースを開始するための手順について説明する。方法７００は、
７０２において、アクセスポイントにおいてネイバーノードを発見することを伴い得る。
方法７００は、７０４において、ネットワークメッセージを介して、通信インターフェー
スの構成のためのネイバーノードに関連するアドレス指示を受信することを伴い得る。方
法７００は、７０６において、受信されたネットワークメッセージ中のアドレス指示に基
づいてネイバーノードとの通信のために直接通信インターフェースまたは間接通信インタ
ーフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定することを伴い得る。
【００５６】
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　[0065]　図８を参照すると、たとえば、フェムトセル、マクロセル、ピコセルなどのネ
ットワークエンティティによって動作可能な方法８００が示されている。詳細には、方法
８００に、ソースノードにおいてＸ２インターフェースを開始するための手順について説
明する。方法８００は、８０２において、ネットワークメッセージを介してネイバーノー
ドからアドレスについての要求を受信することを伴い得、要求は、ネイバーノードとアク
セスポイントとの間のインターフェースの開始に関する。方法８００は、８０４において
、直接通信インターフェースを使用すべきか、または間接通信インターフェースを使用す
べきかを決定することに基づいてネットワークメッセージを介したネイバーノードへの送
信のためのアクセスポイントのアドレス指示を決定することを伴い得る。方法８００は、
８０６において、通信インターフェースを開始するためのネットワークメッセージを介し
てネイバーノードにアドレス指示（address indication）を送ることを伴い得る。
【００５７】
　[0066]　図９に、図７の方法による、Ｘ２インターフェースを開始するための装置の一
実施形態を示す。図９を参照すると、ワイヤレスネットワーク中のネットワークエンティ
ティ（たとえば、フェムトセル、マクロセル、ピコセルなど）として、またはネットワー
クエンティティ内で使用するためのプロセッサまたは同様のデバイス／構成要素として構
成され得る例示的な装置９００が提供される。装置９００は、プロセッサ、ソフトウェア
、またはそれらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表し得
る機能ブロックを含み得る。たとえば、装置９００は、アクセスポイントにおいてネイバ
ーノードを発見するための電気構成要素またはモジュール９０２を含み得る。装置９００
は、ネットワークメッセージを介して、通信インターフェースの構成（configuration）
のためのネイバーノードに関連するアドレス指示を受信するための電気構成要素またはモ
ジュール９０４を含み得る。装置９００は、受信されたネットワークメッセージ中のアド
レス指示に基づいてネイバーノードとの通信のために直接通信インターフェースまたは間
接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべきかを決定するための電気構成要素ま
たはモジュール９０６を含み得る。
【００５８】
　[0067]　関係する態様では、プロセッサとしてではなく、ネットワークエンティティ（
たとえば、フェムトセル、マクロセル、ピコセルなど）として構成された装置９００の場
合、装置９００は、少なくとも１つのプロセッサを有するプロセッサ構成要素９１０を随
意に含み得る。そのような場合、プロセッサ９１０は、バス９５２または同様の通信結合
を介して構成要素９０２～９０６と動作可能に通信していることがある。プロセッサ９１
０は、電気的構成要素９０２～９０６によって実行されるプロセスまたは機能の起動とス
ケジューリングとを実施し得る。
【００５９】
　[0068]　さらなる関係する態様では、装置９００は無線トランシーバ構成要素９１４を
含み得る。トランシーバ９１４の代わりに、またはトランシーバ９１４とともに、スタン
ドアロン受信機および／またはスタンドアロン送信機が使用され得る。装置９００がネッ
トワークエンティティであるとき、装置９００は、１つまたは複数のコアネットワークエ
ンティティに接続するためのネットワークインターフェース（図示せず）をも含み得る。
装置９００は、たとえば、メモリデバイス／構成要素９１６など、情報を記憶するための
構成要素を随意に含み得る。コンピュータ可読媒体またはメモリ構成要素９５６は、バス
９５２などを介して装置９００の他の構成要素に動作可能に結合され得る。メモリ構成要
素９１６は、構成要素９０２～９０６、およびそれらの副構成要素、またはプロセッサ９
１０、または本明細書で開示する方法のプロセスと挙動とを実施するための、コンピュー
タ可読命令とデータとを記憶するように適応され得る。メモリ構成要素９１６は、構成要
素９０２～９０６に関連する機能を実行するための命令を保持し得る。メモリ９１６の外
部にあるものとして示されているが、構成要素９０２～９０６はメモリ９１６の内部に存
在することができることを理解されたい。図９中の構成要素は、プロセッサ、電子デバイ
ス、ハードウェアデバイス、電子的副構成要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード
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、ファームウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを備え得ることにさらに留意
されたい。
【００６０】
　[0069]　図１０に、図８の方法による、Ｘ２インターフェースを開始するための装置の
一実施形態を示す。図１０を参照すると、ワイヤレスネットワーク中のネットワークエン
ティティ（たとえば、フェムトセル、マクロセル、ピコセルなど）として、またはネット
ワークエンティティ内で使用するためのプロセッサまたは同様のデバイス／構成要素とし
て構成され得る例示的な装置１０００が提供される。装置１０００は、プロセッサ、ソフ
トウェア、またはそれらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能
を表し得る機能ブロックを含み得る。たとえば、装置１０００は、ネットワークメッセー
ジを介してネイバーノードからアドレスについての要求を受信すること、要求は、ネイバ
ーノードとアクセスポイントとの間のインターフェースの開始に関する、を行うための電
気構成要素またはモジュール１００２を含み得る。装置１０００は、直接通信インターフ
ェースを使用すべきか、または間接通信インターフェースを使用すべきかを決定すること
に基づいてネットワークメッセージを介したネイバーノードへの送信のためのアクセスポ
イントのアドレス指示を決定するための電気構成要素またはモジュール１００４を含み得
る。装置１０００は、通信インターフェースを開始するためのネットワークメッセージを
介してネイバーノードにアドレスに指示を送るための電気構成要素またはモジュール１０
０６を含み得る。
【００６１】
　[0070]　関係する態様では、プロセッサとしてではなく、ネットワークエンティティ（
たとえば、フェムトセル、マクロセル、ピコセルなど）として構成された装置１０００の
場合、装置１０００は、少なくとも１つのプロセッサを有するプロセッサ構成要素１０１
０を随意に含み得る。そのような場合、プロセッサ１０１０は、バス１０５２または同様
の通信結合を介して構成要素１００２～１００６と動作可能に通信していることがある。
プロセッサ１０１０は、電気的構成要素１００２～１００６によって実行されるプロセス
または機能の起動とスケジューリングとを実施し得る。
【００６２】
　[0071]　さらなる関係する態様では、装置１０００は無線トランシーバ構成要素１０１
４を含み得る。トランシーバ１０１４の代わりにまたはトランシーバ１０１４とともに、
スタンドアロン受信機および／またはスタンドアロン送信機が使用され得る。装置１００
０がネットワークエンティティであるとき、装置１０００は、１つまたは複数のコアネッ
トワークエンティティに接続するためのネットワークインターフェース（図示せず）をも
含み得る。装置１０００は、たとえば、メモリデバイス／構成要素１０１６など、情報を
記憶するための構成要素を随意に含み得る。コンピュータ可読媒体またはメモリ構成要素
１０５６は、バス１０５２などを介して装置１０００の他の構成要素に動作可能に結合さ
れ得る。メモリ構成要素１０１６は、構成要素１００２～１００６、およびそれらの副構
成要素、またはプロセッサ１０１０、または本明細書で開示する方法のプロセスと挙動と
を実施するための、コンピュータ可読命令とデータとを記憶するように適応され得る。メ
モリ構成要素１０１６は、構成要素１００２～１００６に関連する機能を実行するための
命令を保持し得る。メモリ１０１６の外部にあるものとして示されているが、構成要素１
００２～１００６はメモリ１０１６の内部に存在することができることを理解されたい。
図１０中の構成要素は、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイス、電子的副構
成要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファームウェアコードなど、またはそ
れらの任意の組合せを備え得ることにさらに留意されたい。
【００６３】
　[0072]　当業者であれば、情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれか
を使用して表され得ることを理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって参照さ
れ得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧
、電流、電磁波、磁場または粒子、光場または光粒子、あるいはそれらの任意の組合せに
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よって表現され得る。
【００６４】
　[0073]　本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア
、または両方の組合せとして実装され得ることを当業者ならさらに諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロ
ック、モジュール、回路、およびステップについて、概してそれらの機能に関して上記で
説明した。そのような機能性がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウェアと
して実装されるかは、システム全体に課される特定のアプリケーションおよび設計制約に
依存する。当業者は、説明した機能性を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、
そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【００６５】
　[0074]　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替では、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ
、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの
組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよ
うな構成として実装され得る。
【００６６】
　[0075]　本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで具現化されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール
で具現化されるか、またはその２つの組合せで具現化され得る。ソフトウェアモジュール
は、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ
（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ
、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体の中に存在し得る。例示的
な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるようにプロセッサに結合される。代替案では、記憶媒体は、プロセッサに一体
とされ得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ
端末中に存在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中の個別構
成要素として存在し得る。
【００６７】
　[0076]　１つまたは複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェアまたはその任意の組合せにおいて実装され得る。ソフトウェア
で実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可
読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュ
ータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする
任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒
体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の入手可能な媒体であ
り得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、
ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレー
ジまたは他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラ
ムコード手段を搬送または格納するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、
または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備え得る
。また、任意の接続は、コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ
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）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイ
バーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術が、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）および
ディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商
標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（di
sc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、一方ディス
ク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上の組合せも、コンピュータ可読
媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００６８】
　[0077]　本開示についての以上の説明は、いかなる当業者でも本開示を作製または使用
することができるように提供されたものである。本開示に対する様々な修正は当業者には
容易に明らかとなり、本明細書で定義される一般原理は、本開示の精神または範囲から逸
脱することなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書に示され
る例および設計に限定されることを意図せず、本明細書で開示される原理および新規な特
徴と一致する最も広い範囲が与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信システムにおいて通信インターフェースを開始するための方法であって
、
　アクセスポイントにおいてネイバーノードを発見することと、
　前記ネイバーノードを発見したことに応答してネットワークメッセージを介して、前記
通信インターフェースの構成のための前記ネイバーノードに関連するアドレス指示を受信
することと、
　前記受信されたネットワークメッセージ中の前記アドレス指示に基づいて前記ネイバー
ノードとの通信のために直接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのう
ちのいずれを開始すべきかを決定することと
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記直接通信インターフェースが、Ｘ２インターフェースを備え、前記間接通信インタ
ーフェースが、プロキシとして働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インタ
ーフェースを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ネイバーノードが前記間接通信インターフェースをサポートしないことを示す前記
受信されたネットワークメッセージ中の前記アドレス指示に応答して前記直接通信インタ
ーフェースを開始すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　直接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべ
きかを決定することが、前記アクセスポイントの構成と前記受信されたネットワークメッ
セージ中の前記ネイバーノードの前記Ｘ２－ＧＷに関連する特殊値またはアドレスを備え
る前記アドレス指示に基づいた前記間接通信インターフェースのサポートとに基づく、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記直接通信インターフェースを使用すべきか、または前記間接通信インターフェース
を使用すべきかを決定することが、前記直接通信インターフェースのサポート、前記間接
通信インターフェースのサポート、運用・管理・保守（ＯＡＭ）構成、物理セル識別子（
ＰＣＩ）、拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）、または限定加入者グループ（ＣＳＧ
）識別情報を含む前記ネイバーノードの識別情報のうちの少なくとも１つにさらに基づく
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、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　決定することが、ターゲットからの前記アドレス指示にさらに基づき、前記方法が、
　前記決定に基づいて前記直接または間接通信インターフェースを開始することをさらに
備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記アクセスポイントにおいて前記ネイバーノードを発見した後に、前記ネイバーノー
ドにトランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス要求を送ることによってＴＮ
Ｌアドレス発見を開始すること、ここにおいて、前記ネットワークメッセージを前記受信
することが、前記ＴＮＬアドレス発見を開始したことに応答する、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ネットワークメッセージが、前記ネイバーノードに関連する前記アドレス指示を備
える自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）構成転送メッセージを備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ９］
　ワイヤレス通信システムにおいて通信インターフェースを開始するための装置であって
、
　前記装置においてネイバーノードを発見するための手段と、
　前記ネイバーノードを発見したことに応答してネットワークメッセージを介して、前記
通信インターフェースの構成のための前記ネイバーノードに関連するアドレス指示を受信
するための手段と、
　前記受信されたネットワークメッセージ中の前記アドレス指示に基づいて前記ネイバー
ノードとの通信のために直接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのう
ちのいずれを開始すべきかを決定するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ１０］
　前記直接通信インターフェースが、Ｘ２インターフェースを備え、前記間接通信インタ
ーフェースが、プロキシとして働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インタ
ーフェースを備える、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記ネイバーノードが前記間接通信インターフェースをサポートしないことを示す前記
受信されたネットワークメッセージ中の前記アドレス指示に応答して前記直接通信インタ
ーフェースを開始するための手段
　をさらに備える、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１２］
　直接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべ
きかを決定することが、アクセスポイントの構成と前記受信されたネットワークメッセー
ジ中の前記ネイバーノードの前記Ｘ２－ＧＷに関連するアドレスまたは特殊値を備える前
記アドレス指示に基づいた前記間接通信インターフェースの前記フォーサポートとに基づ
く、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記直接通信インターフェースを使用すべきか、または前記間接通信インターフェース
を使用すべきかを決定することが、前記直接通信インターフェースのサポート、前記間接
通信インターフェースのサポート、運用・管理・保守（ＯＡＭ）構成、物理セル識別子（
ＰＣＩ）、拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）、または限定加入者グループ（ＣＳＧ
）識別情報を含む前記ネイバーノードの識別情報のうちの少なくとも１つにさらに基づく
、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１４］
　決定することが、ターゲットからの前記アドレス指示にさらに基づき、前記装置が、
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　前記決定に基づいて前記直接または間接通信インターフェースを開始するための手段を
さらに備える、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記装置において前記ネイバーノードを発見した後に、前記ネイバーノードにトランス
ポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス要求を送ることによってＴＮＬアドレス発
見を開始するための手段、ここにおいて、前記ネットワークメッセージを前記受信するこ
とが、前記ＴＮＬアドレス発見を開始したことに応答する、
　をさらに備える、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記ネットワークメッセージが、前記ネイバーノードに関連する前記アドレス指示を備
える自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）構成転送メッセージを備える、Ｃ９に記載の装置
。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信システムにおいて通信インターフェースを開始するための装置であって
、
　　前記装置においてネイバーノードを発見すること
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記ネイバーノードを発見したことに応答してネットワークメッセージを介して、前記
通信インターフェースの構成のための前記ネイバーノードに関連するアドレス指示を受信
することを行うように構成された少なくとも１つのトランシーバと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記受信されたネットワークメッセージ中の前記アドレス指示に基づいて前記ネイバー
ノードとの通信のために直接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのう
ちのいずれを開始すべきかを決定すること
　を行うようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリと
　を備える装置。
［Ｃ１８］
　前記直接通信インターフェースが、Ｘ２インターフェースを備え、前記間接通信インタ
ーフェースが、プロキシとして働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インタ
ーフェースを備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記ネイバーノードが前記間接通信インターフェースをサポートしないことを示す前記
受信されたネットワークメッセージ中の前記アドレス指示に応答して前記直接通信インタ
ーフェースを開始すること
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　直接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべ
きかを決定することが、アクセスポイントの構成と前記受信されたネットワークメッセー
ジ中の前記ネイバーノードの前記Ｘ２－ＧＷに関連するアドレスまたは特殊値を備える前
記アドレス指示に基づいた前記間接通信インターフェースの前記フォーサポートとに基づ
く、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記直接通信インターフェースを使用すべきか、または前記間接通信インターフェース
を使用すべきかを決定することが、前記直接通信インターフェースのサポート、前記間接
通信インターフェースのサポート、運用・管理・保守（ＯＡＭ）構成、物理セル識別子（
ＰＣＩ）、拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）、または限定加入者グループ（ＣＳＧ
）識別情報を含む前記ネイバーノードの識別情報のうちの少なくとも１つにさらに基づく
、Ｃ１７に記載の装置。
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［Ｃ２２］
　決定することが、ターゲットからの前記アドレス指示にさらに基づき、前記少なくとも
１つのプロセッサが、
　前記決定に基づいて前記直接または間接通信インターフェースを開始することを行うよ
うにさらに構成された、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記装置において前記ネイバーノードを発見した後に、前記ネイバーノードにトランス
ポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス要求を送ることによってＴＮＬアドレス発
見を開始すること、ここにおいて、前記ネットワークメッセージを前記受信することが、
前記ＴＮＬアドレス発見を開始したことに応答する、
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記ネットワークメッセージが、前記ネイバーノードに関連する前記アドレス指示を備
える自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）構成転送メッセージを備える、Ｃ１７に記載の装
置。
［Ｃ２５］
　コンピュータプログラム製品であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、
　アクセスポイントにおいてネイバーノードを発見することと、
　前記ネイバーノードを発見したことに応答してネットワークメッセージを介して、通信
インターフェースの構成のための前記ネイバーノードに関連するアドレス指示を受信する
ことと、
　前記受信されたネットワークメッセージ中の前記アドレス指示に基づいて前記ネイバー
ノードとの通信のために直接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのう
ちのいずれを開始すべきかを決定することと
　を行わせるためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体
　を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２６］
　前記直接通信インターフェースが、Ｘ２インターフェースを備え、前記間接通信インタ
ーフェースが、プロキシとして働くＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）を介するＸ２インタ
ーフェースを備える、Ｃ２５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２７］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、
　前記ネイバーノードが前記間接通信インターフェースをサポートしないことを示す前記
受信されたネットワークメッセージ中の前記アドレス指示に応答して前記直接通信インタ
ーフェースを開始すること
　を行わせるためのコードをさらに記憶する、Ｃ２５に記載のコンピュータプログラム製
品。
［Ｃ２８］
　直接通信インターフェースまたは間接通信インターフェースのうちのいずれを開始すべ
きかを決定することが、前記アクセスポイントの構成と前記受信されたネットワークメッ
セージ中の前記ネイバーノードの前記Ｘ２－ＧＷに関連するアドレスまたは特殊値を備え
る前記アドレス指示に基づいた前記間接通信インターフェースの前記フォーサポートとに
基づく、Ｃ２５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２９］
　前記直接通信インターフェースを使用すべきか、または前記間接通信インターフェース
を使用すべきかを決定することが、前記直接通信インターフェースのサポート、前記間接
通信インターフェースのサポート、運用・管理・保守（ＯＡＭ）構成、物理セル識別子（
ＰＣＩ）、拡張セルグローバル識別子（ｅＣＧＩ）、または限定加入者グループ（ＣＳＧ
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）識別情報を含む前記ネイバーノードの識別情報のうちの少なくとも１つにさらに基づく
、
　ここにおいて、決定することが、ターゲットからの前記アドレス指示にさらに基づく、
　ここにおいて、前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、
前記決定に基づいて直接または間接通信インターフェースを開始することを行わせるため
のコードをさらに記憶する、Ｃ２５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３０］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、
　前記アクセスポイントにおいて前記ネイバーノードを発見した後に、前記ネイバーノー
ドにトランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス要求を送ることによってＴＮ
Ｌアドレス発見を開始すること、ここにおいて、前記ネットワークメッセージを前記受信
することが、前記ＴＮＬアドレス発見を開始したことに応答すること、ここにおいて、前
記ネットワークメッセージが、前記ネイバーノードに関連する前記アドレス指示を備える
自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）構成転送メッセージを備える、
　を行わせるためのコードをさらに記憶する、Ｃ２５に記載のコンピュータプログラム製
品。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(27) JP 6388937 B2 2018.9.12

【図７】 【図８】
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